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環境振動運営委員会 議事録（案） 
 
Ａ．日 時 2007年 11月 5日 月曜日 17:30～20:00 
Ｂ．場 所 建築学会会議室 
Ｃ．出席者 濱本主査，国松幹事，櫛田，横山，石川，増田，後藤，志村，横島，伊積， 

野口，松本幹事（記録）       順不同，敬称略 
 
Ｄ．提出資料（提出委員名） 
 No.4-1  前回議事録案（松本） 
 No.4-2-A 2008年度委員会活動計画案・運営委員会（濱本） 
 No.4-2-B 2008年度委員会活動計画案・低周波音（振動）WG（石川） 
 No.4-2-C 2008年度委員会活動計画案・シンポジウム企画WG（松本） 
 No.4-2-D 2008年度委員会活動計画案・性能評価小委員会（横山） 
 No.4-2-E 2008年度委員会活動計画案・測定手法小委員会（伊積） 
 No.4-2-F 2008年度委員会活動計画案・制御情報小委員会（増田） 
 No.4-2-G 2008年度委員会活動計画案・性能設計法小委員会（石川） 
 No.4-2-H 調査研究委員会主催催し物 企画書（松本） 
 No.4-3-A 環境振動制御情報小委員会活動報告（増田） 
 No.4-3-B 環境振動とその対策の考え方（増田） 
 No.4-4  環境工学実験用教材原稿（伊積） 
 No.4-5-A 平成 19年度第 2回環境振動シンポジウム企画WG議事録案（松本） 
 No.4-5-B 環境振動シンポジウム会告案（松本） 
 No.4-5-C 環境振動問題に対する対策検討事例集（案）目次（増田） 
 
Ｅ．議事内容 
 
０．前回議事録確認（資料 No.4-1） 
  ・承認された． 
  ・以下について補足説明があった 
   －「マトリックスの見直し」 → WGなどを組織して今後検討していく予定 
   －「これまでの成果のまとめ」 → 例えば，過去の活動からの社会への貢献 
 
１．活動計画案・活動状況 
１－１．運営委員会（濱本，資料 No.4-2-A） 
  ・資料 No.4-2-Aの説明 
  ・ISO対応について確認があった 
１－２．低周波音（振動）WG（石川，資料 No.4-2-B） 
  ・資料 No.4-2-Bの説明 
  ・WGであと１年活動の後，アカデミックスタンダード刊行への活動に移行の予定 
１－３．企画WG（松本，資料 No.4-2-C） 
  ・資料 No.4-2-Cの説明 
１－４．広報WG（国松） 
  ・昨年度のものを参考に計画案を作成予定 
１－５．性能評価小委員会（横山，資料 No.4-2-D） 
  ・資料 No.4-2-Dの説明 
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  ・以下の点について議論があった 
   －品確法と環境振動の関連 
   －評価法について（積分かピークか） 
１－６．測定手法小委員会（伊積，資料 No.4-2-E, 4-4） 
  ・資料 No.4-2-Eの説明 
  ・資料 No.4-4は，環境工学実験用教材の原稿 
  ・教材原稿に関して次の点について意見があった 
   －レポートのまとめ方は交通振動と床振動で同じでなくてもよいのでは 
   －床振動に床の固有振動数，道路交通振動に路盤構造，の記載を含めてはどうか 
１－７．制御情報小委員会（増田，資料 No.4-2-F, 4-3-A, 4-3-B） 
  ・資料 No.4-2-F, 4-3-Aの説明 
  ・資料 No.4-3-Bは，建築構造物振動制御小委員会主催のシンポジウムでの発表内容 
１－８．性能設計法小委員会（石川，資料 No.4-2-G） 
  ・資料 No.4-2-Gの説明 
  ・以下の点について議論があった 
   －住団連に依頼し実施している測定の評価の検討 
   －成果の見通し 
 
２．環境振動シンポジウムについて（濱本，松本，増田，資料 No.4-5-A, 4-5-B, 4-5-C） 
  ・10/30開催のWGの報告（資料 No.4-5-A, 4-5-B） 
  ・対策検討事例集の公表について議論があった 
   －当日の冊子体配布を会費との関連で検討 
   －冊子体が難しければ，運営委員会 HPで公表する 
 
３．次回開催予定 
  次回委員会は，2008年 1月 22日（火）10時 30分から本会会議室で開催予定． 
 


